
ヒラメやカレイなどカレイ目の魚は、

眼がからだの片側に寄っています

ヒラメやカレイの眼

ヒラメ・カレイの仲間は、平べったい体

で、両方の眼が体の片方に寄っていると

いう、変わった姿をしています。体のどち

ら側に眼が寄っているかは、種によって

決まっています。ただし、少数ですが眼

が体の右側に寄っている個体と左側に

寄っている個体の両方が知られている種

もあります。

め

一般に、ヒラメ科やダルマガレイ科など

の仲間では、ほとんどの種で眼が体の左

側に寄ります。逆にカレイ科などでは、ほ

とんどの種で眼が体の右側に寄ります。

ちなみに、ヒラメやカレイは、生まれた

時には眼が体の両側にあり、普通の魚と

同じ姿をしていて、海を漂う生活をしてい

ます。その後、次第に体が平べったくなっ

ていき、それにともなって片方の眼が移

動していきます。だいたい1～2か月ほど

で眼は完全に移動してしまって、おなじみ

の姿となり、海底で暮らすようになります。

テンジクガレイ

カレイ目の魚

ヒラメ

ムシガレイ

背ビレ側から見ると

普通の魚

ヒラメ科・
ダルマガレイ科など

カレイ科など

カレイの成長

眼は体の両側についている

眼が体の左側に寄っている

眼が体の右側に寄っている

ふ化後一週間くらい
普通の魚と同じように、眼
は体の両側についている

ふ化後三週間くらい
左の眼が頭のてっぺんに
移動する

ふ化後一カ月くらい
左の眼が体の右側に移動し、
おなじみの姿になる
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